
2023年2月25日

13:30〜15:30



1)ワークショップの目的

大道筋や大小路筋、ザビエル公園、宿院町公園、

内川河川敷など、使える公共空間が点在している

環濠エリアを舞台に、生活をより豊かにするため

に公共空間の使いこなしを考えるワークショップ

です。



• 令和２年２月「堺グランドデザイン2040」

20年後の堺の将来像や展望を示し、堺環濠エリアについて、環濠都市堺なら

ではの魅力を高め、国内外から人が訪れるエリアをめざしている。

• 令和３年度「堺環濠エリア等活性化検討」

環濠エリアは、その特徴によりゾーンを整理、分類することができるが、エ

リアが広大なため、まず特徴ある個別ゾーン単位で「居心地が良く歩きたく

なるまちなか」の形成を進めるものとして整理をおこなった。

1)ワークショップの目的



環濠を活かした水辺や歴史的なまちなみ、愛着を持

てる個性あるエリアの実現のため、「居心地良く歩

きたくなるまちなか」を公民で連携してめざします。

1)ワークショップの目的



そのためには、、

公園や道路、水辺といった、現在使われていない

公共的な空間を市民が使いこなし、日常的に人が

いる風景を生み出します。

暮らし
日常的に人がいる風景

実現するために大事なことは
何かを議論します

1)ワークショップの目的



2)本日の流れ

スタート／振り返り・社会実験の結果報告

社会実験でアイディアを実践した方からの報告

休憩

ワークショップ！！

来年度の取組について

閉会の挨拶

13:30~13:50

13:50~14:10

14:10~14:20

14:20~15:15

15:15~15:25

15:25~15:30



ワークショップ vol.1

日時：2022/10/8（土）13：30 〜16：00

場所：さかい利晶の杜・ザビエル公園・内川河川敷

内容：ザビエル公園・内川河川敷を対象に日常的に

将来「やりたいコト」を考えた。

→アイディアの一部は社会実験で実施



社会実験

日時：2022/11/12（土）11：00 〜16：00
内川河川敷のみ19:00まで

場所：ザビエル公園・内川河川敷

内容：ワークショップvol.1のアイディアを基に

公共空間の使いこなしや居心地よく過ごす

体験を実施した。



社会実験

ヨガ体験
会話オルゴール

調査回答演奏 休憩

野点 飲食



本日の目的

今年度の社会実験の結果共有と社会実験に参加し

た方から発見したことや感じたことを共有してい

ただき、今後の公共空間の使い方を考えます。



3)社会実験の結果報告

• アイディア実践者 アンケート

• 当日の体験者 アンケート

• ビジュアルインスピレーション調査



3)アイディア実践者アンケート

• アイディア実践者アンケート・・9名が回答

アンケート項目

・「参加理由について」

・「公共空間活用についての発見や可能性に感じたこと」

・「公共空間の日常的な活用について課題と感じたこと」

・「社会実験等が実施された場合また参加したいか」

など



• 参加理由について

・「環濠エリア内の公共空間利活用への関心、共感」へ

の回答が最も多かった。

3)アイディア実践者アンケート



• 今回のような社会実験や取組があればまた参加したいか

・9人中8人が、次回も同じような機会があれば

「参加したい」と回答

3)アイディア実践者アンケート

11％

89％

n=9

8人



• 発見や可能性を感じたこと

・公共空間の魅力、利活用について可能性が大きいと感じた。

・「野点でのお茶のふるまい」に携わったが、良かったと感じた。

・市民の能力やスキルを活かすことで、お金をかけず賑わいづく

りができると感じた。

・色々なことができると感じた。特に楽器の演奏が新鮮でした

「可能性は大きく、賑わいの創出ができる」

と感じた方が多い

3)アイディア実践者アンケート



• 日常的な活用について課題と感じたこと

１公共空間を使って日常的に取組を実施する場合、人手が足りていない。

→取組を見せながら、愛着を感じる人、関わる人を増やす必

要がある。

使用ルールが明確でないので、公共空間を有効に活かすことができて

いない。

→今の公園の使い方を踏まえ、新たなルール作りが必要

まちなかの余白にもまだまだ有効活用できる場所がある。

→堺の独自性を踏まえたストーリーを持った活用が大切。

２

３

3)アイディア実践者アンケート



3)社会実験の結果報告

• 当日の体験者アンケート・・57名が回答

アンケート項目

・「過ごした場所」

・「何をして過ごしたか」

・「滞在時間」

・「社会実験の空間について」

・「公共空間利活用についての印象」

など



3)当日の体験者アンケート

• 体験者の過ごし方について

どのように過ごしたか 過ごした時間

回答者の約半分が１時間以上過ごしていたことが

分かった。



• 「社会実験」の印象

社会実験の空間の印象 取組に対するの印象

社会実験の空間や取組について回答者の約９割が

「良い」「非常に良い」に回答していた。

3)当日の体験者アンケート



• 今後の公共空間への関わり方

・全体の約６割が「利用者」に回答していた。

3)当日の体験者アンケート



3)ビジュアルインスピレーション

ザビエル公園 内川河川敷

アクティビティ 42種類

シール枚数 208枚

アクティビティ 36種類

シール枚数 77枚

上位には「ふとん太鼓」「芝滑り」

といった回答があり、他には「ハン

モック」「ヨガ」が見られた。

上位には「星を見る」「花火を見る」

といった回答があり、他には「川遊

び」「ライブ」が見られた。

やってみたいアクティビティにシールを貼ってもらい、
ザビエル公園、内川河川敷でやってみたいことを調査した。



3)社会実験の総評

・公共空間の使い方について考え、実践することについては、概ね共感を得ることができた。

・取組を継続し発展させるためには、戦略的に広報し、関われる人を増やす必要がある。

・公共空間の利活用にあたって、利活用の“ルール”を整理する必要がある。



4)社会実験実践者による報告



4)社会実験実践者による報告

• トークテーマ

①社会実験の環境で過ごしたことで得た新しい発見

や、再認識できた日常の良い点、悪い点などあり

ますか。

②社会実験の準備期間で事務局側にして欲しかった

ことや、運営上の課題などはありますか。

③社会実験を踏まえて、今後の公共空間で使いたい

インフラ（電気・水道）や道具（イス・テーブル、

掃除道具）などはありますか。



4)社会実験実践者による報告

①社会実験の環境で過ごしたことで得た新しい発見

や、再認識できた日常の良い点、悪い点などあり

ますか。

・若者が集まるような新しい取組が必要である。

・趣味を外でやることで旧友に会えたことや、子供たち

に話しかけられたことが良かった。

・子供向けのコンテンツがあってもよい。

・アルコールを飲んでよいのかなど、公共空間の使い

方のルールが不明確だった。



4)社会実験実践者による報告

②社会実験の準備期間で事務局側にして欲しかった

ことや、運営上の課題などはありますか。

・今後は10分程度で準備できる簡単な機材で十分。

・使い方の制約をあまりかけない。

・他の実践者の方が、なにをしているかがわかりにく

かったので、当日の情報共有の仕方に工夫が必要。

・より社会実験のことを知ってもらうために、工夫し

て広報すべき。



4)社会実験実践者による報告

③社会実験を踏まえて、今後の公共空間で使いたい

インフラ（電気・水道）や道具（イス・テーブル、

掃除道具）などはありますか。

・電気（発電機など）、水道系のインフラが欲しい。

・イスやテーブルは利用者の持参でもよい。

・管理は難しいがゴミ箱があればよい。



ワークショップの流れ

14:20~15:15

STEP１
社会実験でやったコトを通じて
今後の利活用について考える

もっとやりやすくするためには？

・必要なルール
・インフラや什器
・行政側の仕組み
・情報共有や広報の仕方

STEP２
各班で発表



道路や公園、水辺の遊歩道、商店

街、神社の境内など、環濠エリア

の公共的な空間を対象に、お気に

入りの場所を募集しております。

環濠マイプレイス



2023年2月25日

13:30〜15:30


